
囲まれた外部空間をもつ商業建築作品の設計論における都市イメージ

1. 序
　都市部に建つ中規模商業建築では、建物群によって囲

まれた外部空間をもつ形式が多くみられる。こうした形

式による商業建築作品の設計論では、｢街そのもののよ

うな状態をつくる ｣といったアナロジー表現 1）を用いて

建築に多様なイメージが投影されることが多い。このよ

うな表現のみられる設計論は、都市を構築するリアリティ

を見出しにくい現代の状況において、建築家の理想とす

る都市像を捉えることができる題材のひとつと考えられ

る。そこで本研究では、囲まれた外部空間をもつ商業建

築作品の設計論から、都市に対する認識とアナロジー表

現とを抽出し、それらの内容を合わせて検討することに

より、建築家がもつ都市の理想とするイメージの一端を

明らかにする。資料は、建築専門誌の1つである新建築

誌上に発表された商業建築作品 2）のうち、都市化された

地域に立ち、原則3辺以上を建物に囲まれた外部空間を

もつ156作品の発表に際して掲載された論説とする。

2. 都市認識
2-1 都市認識の意味内容
　資料とする論説から、現実の都市環境あるいは具体的

な立地に伴う周辺環境に関する建築家の認識 (以下、都

市認識 3)) として明確に読み取れる箇所を抽出し、その内

容を比較検討した（図1、図2）。その結果、それらは街

並みやそれを構成する建物の実体的な特徴などを述べた

もの (『物的内容』)と、都市の活気など実体のない側面

を述べたもの (『現象的内容』)とで捉えることができた。

『物的内容』では、都市空間の均質性や無秩序な状態を述

べる内容が多くみられ、街並みや都市の全体的な見え方

を述べる〈都市風景の描写〉、都市における構築物の構成

や密度を述べる〈都市構築物の構成〉というまとまりが
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みられた。『現象的内容』では、都市開発の状況や賑わい

を述べる〈都市の発展性〉、場所のグレードやファッショ

ンの街といった立地の特性を述べる〈都市の機能性〉、社

会の混乱や短期的な消費といった社会状況を述べる〈都

市現象の雰囲気〉、都市空間に応じたライフスタイルや都

市における人々の感覚を述べる〈都市での生活習慣〉と

いうまとまりがみられた。なかでも〈都市の発展性〉が

多くみられた。

2-2 都市認識の限定性と評価
　前節で検討した都市認識が述べられる際、その意味内
容に関わらず、設計された建物の周辺地域に限定して都

市環境を語るもの (以下、《限定》)と、一般的な都市環

境に対する認識を述べるもの (以下、《非限定》)とがみ

られる。そうした事柄を都市認識の限定性と呼び、検討

したところ（表1）、およそ7割強が《限定》であった。

　また、都市環境が肯定的に語られ、価値や特徴が述べ

られるか (肯定 )、都市環境が批判的に語られるか (否定 )

を都市認識の評価と呼び、検討・整理した（表2）。

2-3 資料毎の都市認識の組合せ
　次に、複数の都市認識をもつ資料が多くみられたこと

から、それらの意味内容の組合せを検討した（表3）。そ

の結果、語られる都市認識が物的内容のみであるもの (以

下、〈物的〉認識 ) が 59資料、現象的内容のみである
もの (以下、〈現象的〉認識 ) が 48資料、両方の意味内
容をもつもの (以下、〈物的＋現象的〉認識 ) が 31資料
であった。それぞれの意味内容の組合せにおける限定性

と評価の割合を示した（表3）。これより〈物的〉認識、
〈現象的〉認識の資料では、《限定》の場合は肯定的な内
容が多く、《非限定》の場合は、否定的な内容が比較的多

い傾向がみられた。

多様な現代の 都市生活 では , 人びとは生活を働くことや休むこと , または学ぶことや遊ぶことなど ,

空間的時間的に分割できなくなってきている .…都市という生活環境の巨大な人工化は , 現代の社会機

構のなかではほうっておくと , とかくこのような分断 , 排他の原理が支配する .…

…内部に導入された道路の延長は , ふくらみをもった小広場となり , それにまた店舗がはりつく .この

小広場はあたかも 人体における胃袋 のように店舗と人との接触面を増大させる .…
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 3章　アナロジー表現 
11-c   人体における胃袋
参照対象 : 生物 -人体
参照根拠 : 建築内の環境創出

参照根拠参照対象

11-1  【現象的内容】 非限定 / 否定
   　   [ 都市での生活習慣 ]

図 1　分析例



3. アナロジー表現
　資料とする論説には、既に検討した都市認識以外に、

分析例で示した ｢この小広場はあたかも 人体における胃

袋 ｣( 図 1) のように、何らかの事柄を参照する表現がみ

られる。こうしたアナロジー表現は、そこで問題とされ

る建築空間に何らかのイメージを付与させているといえ

る。ここでは、分析例の ｢人体における胃袋 ｣にあたる

ものを参照対象とし、｢小広場は店舗と人との接触面を

増大させる ｣にあたるものを参照根拠として、それぞれ

抽出し検討する。

3‒1 アナロジー表現の参照対象
　抽出された参照対象の内容を比較検討し、［自然］、［生

物］、［活動］、［物品］、［機械］、［抽象］、［建築］、［都市］

の8つに分類して整理した（表4）。またこれらはその内

容から、［自然］［生物］［活動］を生態的対象、［物品］［機械］

を静物的対象、［抽象］を抽象的対象、［建築］［都市］を

建築的対象とした4つの分類で位置づけられ、次章の分

析項目とする。参照対象は、具体的な建築や特定の建築

空間を参照する［建築］と、広場や街路など都市要素や

図 2　都市認識の意味内容

表 1　都市認識の限定性

固有の都市といった都市全体を示す参照する［都市］が

非常に多くみられた。ここから、囲まれた外部空間には、

都市要素的な性格を付加されやすく、また囲まれること

で建築内に都市的状況が創り出されやすいことが考えら

れる。その他では、［物品］や芸術や文化･言葉といった［抽

象］を参照するものが多くみられた。

3‒2 アナロジー表現の参照根拠
　次に、抽出された参照根拠の意味内容を比較検討した

（図3）。その結果、建築の形態や構成など敷地内に限っ

た内容を根拠とするもの (以下、【敷地内環境】)、周辺

地域の反映など敷地外の事柄を根拠とするもの (以下、

【都市環境】)、その両方の内容を合わせた事柄を根拠と

するもの (以下、【敷地内×都市】)という3つで大枠捉

えられた。【敷地内環境】が最も多くみられ、そのなか

でも典型例に示したような、建築内外の連続性や建物内

の回遊性を述べる内容が多かった。次に【都市環境】が

多くみられ、そこでは街とのつながりの場として囲まれ

た外部空間を捉えるといった内容が多くみられた。また、

【敷地内×都市】の該当数は少ないが、｢この谷が生命感

表 3　資料毎の都市認識の組合せ表 2　都市認識の評価



のあふれる現代都市の一部となることを意図 ｣(No.146-d)

のように、都市という言葉を用いてマクロなレベルで建

築内環境を構築するような根拠がみられ、建築家の理想

的とする都市像が見出せる重要な内容が見出せる。

3‒3 参照対象と参照根拠の関係
　前節までに検討した参照対象と参照根拠の関係を検討

したところ（図3）、［物品］、［機械］では【都市環境】

が多くみられ、ここから、建築を都市の中におかれた物

や機械として捉えることで周辺環境に対応させる考えが

読み取れる。また［活動］、［抽象］では【敷地内×都市】

が比較的多くみられ、ここから、夢や詩といったアナロ

ジーにより建築を人間活動や文化に例えることで都市的

な情景を建築内に示すものと考えられる。

4. アナロジー表現と都市認識の関係
4‒1 資料毎の都市認識における参照根拠
　2章で位置づけた資料毎の意味内容の組合せによる分

類をもとに、都市認識を語る際に用いられるアナロジー

表現の参照根拠を示した（図4）。この図から、〈物的〉
認識と〈現象的〉認識では【敷地内×都市】は少なく、
〈物的＋現象的〉認識では比較的多いことが分かる。こ
れはつまり、都市を複数の水準から語る建築家は、都市

を射程にアナロジー表現を用いて、自身の建築に都市的

状態を表現することが多いと考えられ、また、そのうち

の大多数が《非限定》に否定的な認識をもつ資料に属す

という特徴的な傾向がみられた。

4‒2 資料毎の都市認識における参照対象
　次に、各都市認識におけるアナロジー表現の参照対

象を示した（図 4）。この図より、〈物的〉認識と〈現
象的〉認識では建築的対象が過半数を占め、また〈現象
的〉認識では静物的対象が〈物的〉認識と比較して2倍
近くみられ、なかでも［機械］の参照が多かった。一

方、〈物的＋現象的〉認識では生態的対象が多く参照さ
れ、建築的対象と抽象的対象は他と比べて少ないことが

分かった。これらより、都市の物的側面にのみ焦点をあ

てる場合には同じ分野である建築空間や構築物などのイ

メージを、現象的側面にのみ焦点をあてる場合には建築

群で構成される都市全体のイメージを参照することが多

いのに対し、都市を複数の水準で同時に認識する建築家

は、建築に関連した事柄よりも、人間活動などの生態的

なイメージに代表される建築以外の世界に近づけて自身

の建築を語ることが多いと考えられる。

4‒3建築家の考える都市イメージ

表 4　アナロジー表現の参照対象

図 3　参照対象と参照根拠の関係



内容と現象的内容との2つのまとまりで捉えた。アナロ

ジー表現は、参照対象と参照根拠の水準から検討し、多岐

にわたるイメージを位置づけた。そしてこれら都市認識と

アナロジー表現との関係を検討した結果、都市を物的に認

識しているか、あるいは現象的に認識しているかという建

築家のスタンスにより参照される事柄に特徴がみられるこ

とが分かり、ひとつの水準から都市を認識する場合は建築

に関連した事柄を多く参照するのに対し、都市を多義的に

認識する建築家は、生態系や静物など建築以外の事柄を参

照としたイメージを表出し、その根拠に建築空間にマクロ

な視野で捉えた都市的環境を創り出すことを考えているこ

とが明らかになった。

　これらのことから、囲まれた外部空間をもつ商業建築

では、物的あるいは現象的な都市環境のどちらを重視す

るかという建築家のスタンスから、都市が分析的に捉え

られ、そのイメージを示すために参照される事柄がそれ

ぞれ異なることが分かる。例えば物的な都市環境を捉え

た上で示される特徴的な都市イメージは、図4のアに示

した森や海などの自然のダイナミズムに例えるような例

が多く、現象的な都市環境を捉えた上で示される特徴的

な都市イメージは、図4のイ、ウに示した装置や広場な

ど、都市機能を担うものに例えられることが多いといえ

る。また、囲まれた外部空間をミクロコスモス的な世界

を創出する場として捉えるか (図 4典型例1)、街に付随

する場として捉えるか (図 4典型例3)という違いによっ

ても、表出されるイメージが異なることが分かる。

5. 結
　以上、囲まれた外部空間をもつ商業建築作品の設計論を

題材に、建築内に創り出す都市イメージを都市認識とアナ

ロジー表現の関係から検討した。都市認識は大きく、物的

図 4　アナロジー表現と都市認識の関係
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